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1問題意識
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これまで授業方法の改善ということで，さまざまな授業方法の工夫に多くの教師たちが取り組んで

きた。授業をさらに分かりやすく指導するという教師の願いは，今も昔も変わらない。50年以上に

わたる戦後の教育研究の歴史は，実践研究の蓄積により授業方法の改善に多く貢献してきている。そ

の中では，既成の教科の枠を越えて横断的・総合的に学習を進める実践も数多く生まれている。しか

し，平成10年告示の新学習指導要領における教科の内容の厳選に象徴されるような学習内容を検討

すると，弾力的な指導を促すような記述も見られるものの，多くの教科内容は，断片化されかつまた

限定されている状態である。さらに，教科内容の選別の基準が明示されておらず，あいまいであり，

従来の優れた授業実践の成果を活かそうというよりは，教科内容の量的な減少を第一に考えられたよ

うに思われる。教科内容の連続，発展といった視点が省かれているように見られるのである。それでは，入間の学習とは，断片化されかつまた限定される，つまり学級の時間割りのようにその

場その場で切り替わるものなのだろうか。さらには，入間の知というものは，そのように分散して成

立しているのであろうか。そもそも教科というものは，入間の知というものを次世代を担う子どもた

ちのためにかみくだいて伝える必要から，多様に誕生したのではないだろうか。このように考えると，

入間のもつ総合的な知の存在に対応する授業方法の改善の方策が今日必要とされるのではないだろう

か。ここで，MultipleIntellig．ences理論という入間の知性を多様にとらえる理論をもとに，総合的

な入間の知性に対応する授業方法の改善を考察していくこととする。

2Multiplelnte”igences理論とは

MultipleⅠntelligences理論とは，ハーバード大学のガードナー（HowardGardner）が提唱した理

論である。この理論は，入間の知性を知能検査に代表されるような測定可能な言語的論理的な内容に

限定しない。むしろ，入間が様々に活動する諸領域や諸特性を知性として広くとらえ直す理論であり，
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言語的論理的な内容をふくみ込む拡張した理論である。1983年ガードナーが，一，FramesofMindThe

TheoryofMultipleIntel1igences’’を記して，多様な知性理論が世に出ることとなった。

ガードナーは，そこで従来の常識的な知性（知能）における2つの仮定に疑問を抱くことを問題意

識とした1）。その仮定とは，第1に，どの人類もどのような範囲においても有しているものが唯一か

つ一般的な才能である，ということであり，第2に，その才能とは，短い答えと，紙と鉛筆のテスト

のような標準化された言葉の手段によって計測しうるということである。この2つの仮定に対して，

ガードナーは，入間の認識の領域を適切に包含するべきであれば，通常考えられているよりも遥かに

広くより普遍的な能力の集合を含むことが必要であるとし，これらの能力の多くが，標準的な言語的

方法に強く依存している計測方法に役立つことはない，と批判すると共に，多様な領域の間に文化に

より尊ばれている入間の姿，あるいはその最高一状態end－stateの考察を提案した。その結果，

ガードナーは，単独かあるいはいくつかの文化的背景の内部で価値付けられているような問題解決，

あるいは生産物の創造の能力，を知性として定義した。この知性を特定する基準は，以下の8点であ

る2）。

・脳の損傷からの脳機能における潜在的な分離

ガードナーは，脳の特定の領域に影響を及ぼす事故あるいは疾患を被ってきた個人を取り扱ってき

た。いくつかの事例において，脳の障害が，あらゆる他の知性が無傷である一方，選択的に1つの知

性を損なっていることを理解された。

・学者と天才などの例外的な個人の存在

ある人々において我々が単独の知性が高レベルであること，すなわち平らな水平線の背景に対して

奪え立つ山脈のように機能している。学者とは，他の知性が低いままで機能する一方，1つの知性の

部分の優秀な能力を実演する入間である。彼らは8つの知性のそれぞれに存在しているように思われ

る。

・特徴的な発達の歴史と熟練しだ’最高－状態”の表出の限定可能な集合

知性は，いくつかの文化的に価値付けられた活動への参加により活気づくこととそのような活動に

おける個人の成長が発達の様式を辿る。おのおのの知性の基盤となる活動は，それ自身の発達の軌跡

を有する。それは，おのおのの活動が早い幼児期で発生する独自の時間と，生涯を通じて語られる独

自の時間，年老いていくにつれて急速あるいは徐々に減退する独自の様式を有するのである。

・進化の歴史と進化との整合性

人類の進化さらに早くは，他の種の進化の中により深く埋め込まれた根本を有する基準に8つの

知性おのおのが出会う。

・精神測定学の発見からの援助

入間の能力の標準化された基準は，知性のほとんどの理論（多くの学習スタイル理論と同様に）が

モデルの正当性を確実にするために利用する”テスドを提示する。その中で多様な知性の理論の援

助のための標準化されたテストの多くの存在を見ることができる。

．実験的心理学の課題からの援助

特定の心理学の研究を見ることにより，お互いから独立して働く知性を証明することができる。

．同一と見なしうる核心の作用あるいは一連の作用

コンピュータ．プログラムが一連の作用（例，DOS）をそれが機能する目的で要求するのと同じ

ように多く，おのおのの知性は，その知性に生来の多様な活動を実行するために提供される一連の核
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心の作用を有する。

・表象系統における符号化することへの感受性

知性の性質の最も優れた指標の1つは，表象を使うための人類の能力であり，それぞれの知性はそ

れ自身独自の表象あるいは表記系統を有している。

この基準によって，精神の単独の所有物であるかのような知性の概念と，知性の計測することを主

張する知能検査を乗り越えた新たな知性の定義付けがなされ，後年も研究が続けられている。実際問

題として，ガードナーが唱えたこのMI理論には，納得する面がある。それは，以下のような経験的

な事実なのである。それは，学校では成績において評価されることが少なかった入物が，社会におい

てある種の成功を勝ち取る事例の多いということである。ここに，どうしてそういった入物を学校に

おいて正当に評価できないのかという問題が考えられる。学校というものが，子どもたち一人一人の

人格の発達を保証するものであるならば，このような問題は，早くから論議されもべきではなかった

だろうか，評価そのものに問題点はないのだろうか，という問いが提出される。その点において，実

社会における多様な知性の正当な評価を視野に入れたガードナーのMI理論を基に，アームストロン

グが，教育に限定した形でMI理論を発展させた。すなわち彼は，指導と評価の統合，陶冶と訓育の

統合，特殊教育と普通教育の統合，学校と社会の統合を，MI理論によって押し進めようとするので

ある。このことはアメリカ合衆国（以下，アメリカ）においても，知能検査一辺倒の査定の問題が深

刻であることを示していると思われる。

そこで今回，アームストロング（ThomasArmstrong）の研究に依拠して，このMI理論を授業方

法の改善に生かす方法を考察する。

現在，MI理論における知性は，言語的知性（LinguisticIntelligence），論理－数学的知性

（Logical－Mathematica1Intelligence），空間的知性（SpatialIntelligence），身体－運動感覚的知性

（Bodily・KinestheticIntelligence）？音楽的知性（MusicalIntelligence），人間関係的知性

（InterpersonalIntelligence），自己内面的知性（IntrapersonalIhtellig・enCe），環境的知性

（NaturalistIntelligence）の8つに類型化されている3）。

これらの入間の知性は，文化的に価値付けられた活動と結びつき，それらの活動における個人の成

長過程が知性の発達の様式を辿ると見なされている。言い換えるならば，○○の才能があるとか，○

○の能力が優れている，というような表現で評価される状態を8つのカテゴリーに分類している。そ

れぞれの特徴を概略すると，以下のようになる4）。

言語的知性は，口頭であるいは書面で効果的に言葉を使う能力。

論理－数学的知性は，数を効果的に使い，うまく論理的に考える能力。

空間的知性は，正確に視覚－空間的世界を認識し，それらの知覚の変容を演じる才能。

身体－運動感覚的知性は，アイディアと感情を表現するためにその全身を使う専一門技術であり，事物

を生産するあるいは変容させるために手を使う腕前。

音楽的知性は，音楽的形態を知覚し，識別し，変容させ，表現する能力。

人間関係的知性は，他者への気分．意思．刺激・感情を知覚すると共に識別をする才能。

自己内面的知性は，自己の知識を意識することと，その知識を基礎として適応できるように活動する
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才能。

環境的知性は，個人の環境の非常に多数の種－植物相と動物相ーの認識と分類の専門技術

である。

アームストロングによれば，MI理論の特徴は，4点あげられている5）。

第1点は，8つの知性は，すべての人間が潜在的に有するものであり，型はめ理論（typetheory）

ではないという点である。例えば，言語的知性のみを有していて，他の7つの知性は有していない個

人という見方はしない，ということである。MI理論は，だれもが8つの知性は有しているという前

提に立ち，現在においてその個人の最も最善に発達している知性を認めつつ，全体で8つの備えた知

性も発達させうるという，全面的な発達のイメージを有している。それゆえ，どの知性の顕現が多か

ったか，といった視点での知性の量的な，あるいは序列化をすすめるようなとらえ方をしない。

第2点は，それぞれの知性を十分な段階へ殆どの人々が発達させうる点である。MI理論では，最

も発達した知性を，さらに発達させるような学習活動を設定する。例えば，あるときは，好みという

ものは個人の知性の傾向と合致しているということから，自分の好みの方法で取り組ませる（資料1）O

あるときには，全面的な発達を念頭において，順に8つの方法を統一的に取り組ませる（資料2）。ま

た，教師が子どもたちに自己の知性のプロフィールを振り返ら・せ，知性の傾向を確認させて発達への

見通しを持たせることも行う（資料3）。

第3点は，それら8つの知性が常に複雑に相互作用している点である。すなわち，突出している知

性がある場合，必ずしもその知性のみで作用しているわけではないということである。例を上げれば，

肉を調理するために，レシピを読み（言語的），ひょっとしたらレシピの半分の量にして（論理－数

学的），家族全員が満足するメニューを作り（人間関係的），その上，自分の食欲をなだめなければな

らないだろう（自己内面的）。同様に，ボール蹴りで子どもが遊ぶ時，彼は身体－運動感盤的知性を

（走ったり，蹴ったり，受けるために），空間的知性を（運動場で自分の方向を定め，飛んでくるボー

ルの軌道を予想するために），そして言語的かつ人間関係的知性を（試合の戦いの間中にうまく重点

を主張するために）必要とするOこのように単独で作用する知性というよりは，入間の活動において

は様々な知性が相互に作用しつつ実践されていると見ている。

第4点は，それぞれのカテゴリーの中で，知性を引き出す多様な方法があるという点である。この

知性には，特定の属性が不可欠であるという標準的なセットというものはないし，そのような標準的

なセットという発想を否定している。それゆえに読むことができないかも知れない人が，それにもか

かわらず，すばらしい物語を語りうる，あるいは広範な口語の語彙を有しうる理由から，高度に言語

的であることがある。同様に，運動場ではきわめて不器用な人が，カーペットを織る時や象限細工の

チェス机を作る時には優れた身体－運動感覚的知性を有するのである。これは，一定の成果基準など

に基づいて知性を評価するのではなく，能力の多様な発現を許容していることを示す。

このようなMI理論は，我が国の従来の指導において，経験的に有効であるとされてきた様々な指

導方策について，重要な示唆を与えるものである。すなわち，視覚，聴覚，動作などを用いて指導を

工夫してきた個々の教師の実践，あるいは，数学教育協議会，仮説実験授業，歴史教育協議会，とい

った民間教育団体の長年にわたる教育研究実践に，知性の側面からの裏付けをするからである。これ
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らの教育実践は，単に教科書を教えるという実践を越え，教師の綿密な研究と子どもたちへの精緻な

観察とによって作り上げられてきた。多様な知性の文脈において，そういった教師たちの努力は明確

に授業展開に位置付けられうると思われる。

3Ml理論に基づく授業方法の改善

MI理論は，従来の考え方である標準的学力テストに規定された学習指導とはその指導観が，明確

に異なる（資料4）。まず前者は，標準的に必要であるとされた知識を試験によって計測するために，

子どもたちが試験に対応することを要求する。ここでは，2つの問題点が挙げられる。1つは，試験

による評価の問題である。試験は問題を読み，記述あるいは選択で解答するのが一般である。しかし，

この形式では，8つの知性のうち，言語的知性あるいは論理ー数学的知性が使われるだけであり，他

の知性が機能することは少ない。その結果が序列化の基準となるだけである。もう1つは，試験の内

容についての問題である。例えば国語の読解のテストにおいては，子どもたちひとり一入の読解を尊

重することは殆どなく，標準的であるとされた一般的な解釈を持って正答とされる。自分がどのよう

に考えたかということよりも，答えとしてどれが相応しいかという発想に子どもたちの学習観が変容

していく恐れがあると考える。MI理論は，入間に関するあらゆるものすべてが計測可能とする，あ

るいは計測可能になるべきであるという考えではなく，計測可能であるものは，人間の性質のほんの

一部に過ぎないという考えなのである。
そこで，MI理論では，教師の指導形態も8つの知性に対応して考察されている。主題が特定され

た場合に，8つの知性に結びついている8つの学習活動を計画し展開するのである。しかし，一入の

教師に8つの知性をすべて活用した指導を強制するものではない。その代わりとして，同僚，子ども

たち，各種の機材などの援助により，8つの知性による指導を現実化させようとする。従って，義務

的強制的ではなく，むしろ緩やかに指導と学習の両面に8つの知性を生かそうとしている。

MI理論は，指導と評価を次のようにとらえている。まず評価においては，8つの知性を確定する

ための活動として最も重要なものとして観察をあげている。問題行動あるいは，指導の手を離れた自

由時間の行動がその子どもの有する知性の顕現としてとらえている。これらの行動を記録するほか，

子どもたちへのインタヴュー，日誌，家庭との話し合い，職員同志の会議を設定する。その中でそれ

ぞれの知性に基づいた活動の録音，録画などの資料を検討する。次に指導の面では，これらの活動と

並行して，8つの知性に基づいた学習活動を実施していく（資料5）。さらに8つの知性に基づいた

教師の指導をすすめつつ，8つの知性の存在を子どもたちに教え，自分の知性の傾向を自覚させるよ

うにする。8つの知性にあてはまる学習コーナーを用意し，それぞれの知性によって学習を進められ

るような環境整備を行う。このようにMI理論は，いかに多様な形式で理解させるかという視点で指

導をすすめることにより，学習者の持つ知性を最大限に生かすことを意図している。以上のような子

どもたちの実態を評価するという点では，我が国においても同様な実践がなされてきている。例えば，

日記指導，子どもの観察記録，座席表，授業感想文の収集，学級あるいは教科通信の発行などである。したがって，8つの知性の視点を与えることにより，現在の指導と評価とが，より豊かになる可能性

が指摘できる。

MI理論をもとにして，授業計画を立てる場合に以下の7段階の過程をたどる6）。
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1．特定の目的か主題に焦点を当てる。授業者は，広い尺度で（例，年間テーマ）教育課程を開発，

あるいは特有の指導目標（例，生徒の個別的な教育計画）に到達するためのプログラムを作り上げ

ようと願わなければならない。焦点として”生態学，，またば，あいまい母音，，をいずれにしても選

んでいたとして，それでもなお，目標を明確かつ意識的に提示していることを確信しなければな．ら

ない。はじめに，用紙の中心に目標または主題を位置付ける。

2・基本的なMIの問いかけをする。資料6は，特定の目的か主題のための教育課程を開発する時に

尋ねる問いの種類を示す。これらの問いは，次の段階への創造性をくみ出すポンプの働きを用意す

－るための援助をすることができる。

3・可能性を熟考する。2の問い，MI技術と素材のリストに目を通す。方法と素材の内のどれが最

も適切と思われるだろうか？適切であるかも知れないようなリストされていない他の可能性も考慮

する。

4・ブレーンストーミング。資料6に示したようなMI計画シートをに書き込む形で，おのおの知性

について可能な限り多くの指導アプローチの列挙を始める。アプローチの列挙は，主題に特定でな

ければならない（例，単なる’’ビデオテープよりはむしろ，，熱帯雨林のビデオテープ）。ブレーン

ストーミングの経験則は，’’心に浮かんできたどんなことでも列挙する，，ことである。少なくとも

20または30のアイディアと，それぞれの知性について少なくとも1つか2つのアイディアを目指す。

同僚とのブレーンストーミングは，思考を刺激するのを援助しうる。

5・適切なアクティピイティを選択する。完成させたシートのアイディアから，教育現場でもっとも

機能的であると思われるアプローチを決定する。

6．一連の計画を設定する。すでに決定したアプローチを使いながら，選択した特定の目標や主題に

ついての指導の計画や単位を構想する。

7．計画の実行。必要とされる素材を集め，適切な時間の枠組みを選択し，それから指導計画を遂行

する。実行の間中に発生する変化を受け入れるために必要とされるような指導の改善をする。

従来の我が国の教科指導において，主題．目的と同時に細かく設定された目標があり，授業者はそ

の目標達成のために，各教科に特有の指導スタイルに基づき指導計画を立案した。たとえば，理科に

おいては，主題と直接結びつく経験が示され，その原理を探究する。探求の実験は教師主導で行われ，

その意味を子どもたちが読み取る。あらかじめ設定された結果に実験結果が結びついて，その原理を

子どもたちは把握する。というような直線的指導スタイルが一般的であった。

それに対してMI理論の7段階においては，主題．目的への8つの知性のアプローチを1つのモデ

ルの中に適用するのではなく，アプローチにしても展開する順序にしても国定化せず開放的に設定し

ている。そのため，子どもの実態に応じる要素を有しているところが指摘できる。

もちろん，7つめの段階の計画実行で進行が終了するのではなく，7つめの段階をふまえてアプロ
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ーチの評価，学習活動の評価を行い，実践をより豊かなものへと改善していくことが必要となる。こ

の8つめの段階は，MI理論の実践の有効性を確認する，あるいは改善の視点を得るための重要な段

階である。

このようなMI理論の7段階の進行に基づいて，理科の単元「てこのはたらき」（5年）のMI指

導の計画を構想した（資料7）。本単元においては，「てこのはたらき」と「トルク」についてその原

理と適用を理解させるのが指導目標である。てこ，ドレク共に，体験に大いに関わる原理であるので，

身体－運動感覚的知性を活かした展開を構想した。そこで，校庭にあるもっとも重い陸上審判用の階

段イスを一入でてこを用いて持ち上げる実験を第1時の実験として，てこの有効性を体感させること

を狙った。ドレクについては，てこ実験器を用いたおもりの数と視点からの距離に関する自由実験と，

トルクの原理の適用実験の2つの活動を計画した。以下，他の知性に関して述べると，言語的知性に

関しては，概念の言語による説明と標準的なテストの利用，論理－数学的知性は，ドレクを計算によ

って求めること，空間的知性は，実験の様子のイラストによる描写，音楽的財部ま，てこあるいはト

ルクの原理を替え歌にして表現すること，人間関係的知性は，各種の実験でのグループづくりと協力

の場面設定，自己内面的知性では，毎時間の学習の振り返り，環境的知性は，ハムスターの持ち込み

（ドレク）と生物たちのてことドレクの利用についての調査を設定した。

「てこのはたらき」において，我が国の教科指導の視点から考察する。この単元の典型的な展開は，

以下の通りである。課題場面においておもりを持ち上げさせ，てこの3点の問の関係について，実験

させてまとめさせる。続いて，てこ実験器を用いて，ドレクの実験を指示して行わせ，ドレクの式を

まとめる。最後にてことドレクの日常的な使用を探究させて，標準的なテストで評価する。ここで採

用されている知性は，実験を通した身体－運動感覚的知性，てこの3点の関係とドレクの原理におけ

る論理－数学的知性，様々な説明・指示と標準的なテストにおける言語的知性である。特にも理科に

は理科特有の文脈からの言語的知性のテストが，最終段階で用いられる。このような経験が，就学の

期間中，無意識的に徹底的に繰り返される。ここでは他の知性の入り込む余地がないので，いったん

理科の文脈から離れてしまうと，子どもたちはその文脈に戻ることが難しくなる。このようにして，

理科好き．理科嫌いが生産されていくと考える。しかも，その進行は，直線的であるので，排除性が

必然的に高くなり，どちらかといえば，嫌いにさせる傾向の方が好きにさせる傾向よりも強くなって

しまうと考えられる。それに対して，MI理論に基づいた学習活動の展開は，8つの知性で豊かなア

プローチを設定することにより，学習活動をある種の知性に固定化させるのを回避することが可能と

なると考えられる。
MI理論の実践に関してアメリカにおいては，カリキュラムが学校区を単位として制定されるので，

MI理論を採択して学校で取り組まれる例が見られる。反面，我が国に見られるような8教科を設定

していない学校区もあり，教員の配置，知性に整合した教科活動の欠除など問題も考えられる。これ

に対して，我が国においては，全国一律に教育内容が規定されているので，実践の可能性があり，か

つまたそれらの実践交流も，教科研究を通して可能と考えられる。したがって上記の実践計画のよう

に，教科におけるMI理論を適用する可能性が我が国においてもありうると思われる。

4課題

MI理論は，我が国の現行の教育課程においても，有効な手立てを与えてくれる理論である。それ

は，8つのカテゴリーを基に学習活動の視点を与えていることで，今まで個々の教師の実践の工夫と
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された劇化や図解化といった数々の学習活動が，意識的正当的に指導の中に配置できるからである。

これまでは，分かるか分からないか，ということを，決められた正答を書けるか書けないかという言

語的あるいは論理－数学的に固定化した知性の範疇のみでとらえようとする傾向が強かったと思われ

る。MI理論では，どの知性の学習活動では分かるだろうか，という発想で学習の理解を多様に，し

かも発達的にとらえ‾ようとする。従って単純な結果のみで評価するようなことはできない。既にMI

理論に基づくポートフォリオも紹介されており（資料8），文字どおりの子ども主体の学習活動の理

論的根拠となりうる。そのため，MI理論は，「総合的な学習の時間（以下，総合）」における様々な

活動の方法論として有効であると思われる。なぜなら，子どもたちの活動が少なくとも8つの領域に

おいて展開できるからである。それと同時に，学習活動の評価とまとめについても8つの知性の視点

を置くことでより総合的な評価を実施できると考えられる。同様に，教科学習においてもその学習内

容の深化を図るということで，MI理論の展開は重要だと考える。それは，もともとは各教科の特徴

的な能力や才能として特定できた知性をそれぞれの教科についての8つの側面としてとらえ直すこと

で，多様な理解の側面を子どもに保証することとなり，子どもの内面への取り込みがより豊かになる

と思われるからである（資料9）。以上のことから，MI理論に基づく授業実践を積み重ね，子ども

たちの学習理解の深化・多様化の検証に取り組みたい。
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資料18つの知性に基づいた活動を自分の好みの方法で取り組ませる例

段階：幼稚園～一年生

教科：読書

目標：生徒たちに‘‘読書好きな”態度を発達させるように援助する

ト素材：言語的知性と1つかそれ以上の他の知性と結びついている本。

教室図書コーナーは，以下のタイプの本で備えられるだろう

（強調された知性は角かっこの中にある）

・読み進むカセットのついた本。［言語的］

．3次元のポップアップ本。［空間的］

・言葉のない本。［空間的］

・触って感じる本。［身体一運動感覚的］

．歌い進むカセットのついた本［音楽的］

．コンピュータ処理できる鍵盤と歌詞のついた本。［音楽的］

・和学好きの本。－［論理一数学的］

・数える本。［論理一数学的］

．“これはわたし”タイプの本。［自己内面的］

．失敗あるいは怒りのような感情的なテーマの本。［自己内面的］

．相互作用的な本。［人間関係的］

．自然のテーマの本。［環境的］

・ナチュラリストの道具として登場する本（例，虫眼鏡のついた昆虫の本）。

［環境的］

（参考文献⑬p137より訳出）
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資料28つの知性に基づいた学習活動を順に統一的に取り組ませる例

69

段階：2年生－3年生

教科：算数

目標：生徒たちに九九表の7の段をマスターさせるのを援助する；また，，‘かけ算”の意味する

ところの概念を強化する。

授業はおのおのの日の算数の時間にこれらの活動の一つがなされるだろう。

（強調された知性は角かっこの中にある）

・立って，すべての7番目の数に手をうちながら，70を数える。

［身体一運動感覚的］

．すべての7番目の数に特別な強調を位置付けながら，1から70まで詠唱する。

［音楽的］

．すべての7番目の数に色を塗りながら，数百図表を完成させる。［空間的］

・10人の生徒で輪を作り，0から9までの数字をおのおのの生徒が身に付ける。Oからは

じめて，参加者は輪を回るようにして数ガ昌える（2回目の輪の回りは，0が10になり，

1は11と，続く；3回目の回りは，0が20になり，1は21と，続く）。彼らが唱え

るや否や，参加者は，それをするにつれてほどけながらも，編み糸の玉を輪の回りでパス

して回す。始めの人が編み糸の終わりをつかむ，そしてすべての7番目の人がその後編み

糸の玉を次に回す前にまた節をつかむ。70の数まで到達したとき，生徒たちは編み糸が

幾何学的模様を作ったことに気づくだろう。

［空間的，身体運動感覚的，人間関係的］

・彼ら自身の7の倍数の幾何学的模様を，ゲオボード上に作らせるか，あるいは，以下に記

述した方策を用いながら措かせて作らせる（例，0から9の数字を書いた円を使い，ヒモ

か線で70までのすべての7番目の数を結ぶ）。［空間的］

．‘‘同じくらい兄弟（TheAsMuchBrother）”についての物語を聞く（事物に触ることが

でき，それらをかけ算に見ることができる入；例えば，7回‘‘同じくらい”の人が3羽の

金のニワドリを触るとすると，21羽の金のニワドリが現れる）。［言語的］

．“同じくらい兄弟”の話を基にした‘‘前”と“後”の絵を作る（例えば，7回”同じくら

い”の人が，ちょうど3羽の金のニワドノを触る前と，ちょうどそれらを触った後）。［空

間的］

・7で機能する自然の形態を見つけ（例，草花），自然自身でかけ算にな．るようなものを探

す（例，6本の7枚の花びらの花は何枚花びらをもっているか？）。自然の設定で生命体

についてこれを行う（解剖に持ち込むために花を殺してはならない）。［環境的］

（参考文献⑬p138より訳出）
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資料3－18つの知性を子どもたちに教えるために用いる図「M－ピッツァ」

（参考文献⑬p33をもとに作成）

資料3－28つの知性を子どもたちに教える具体的方法（ことばのちからの例）

わたしは常に，”あなた方すべては知性的です。－ただ1つの方向においてではなく，あなた方一

人一人は，8つの異なる方向において知性的なのですよ。”という。わたしは黒板に，，MIピッツァ”

（8つの部分に分割された円）を描き，それからモデルの説明を始める。”初めに，何かことばちから

と呼ばれるものがある。”わたしは知性を述べるために単純な用語を用いる，なぜなら”言語的，，の

ようなことばは，多くの子どもたちにとって言いにくいからである。図4．1に示すように，わたし

はまた，それを空間的に強化するためにおのおのの用語を図画的なシンボルと附随させる。その際，

わたしは質問する。”ここで何人が請うるだろうか？”。常にわたしは，この質問について多くの挙手

を得るだろう！”そう，話をするためにはあなたは，ことばを使わなければならない。だからあなた

方はすべてことばちからを持っているのだ！””ここで何人が文字をかけるだろうか？””あなた方は

ここでまたことばを使っている，だからまたしてもあなた方はすべてことばちからを持っているの

だ。，’本質的に，わたしは包含を確立しうる質問を尋ねている。わたしは，”あなた方の何人が先月に

15冊の本を読んだのか？”というような，多くの生徒たちを排除するような質問を避ける。このこ

とは，どちらが排他的な集団の一員なのか決定するためではなく，むしろ全ての個々の学習の潜在能

力を祝福するための学習モデルなのである。さもなければ，教師たちは，生徒たちに以下のことを言

うための準備をして，いなければならないだろう。，，わたしはこの本を読む必要がない，なぜならわた

しは本当はことばちからでないからだ。，，

（参考文献⑬p32より訳出）
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資料4－1標準的学力テストに規定された学習指導とMl理論との指導観のちがい

71

標準化した試験に対する真正の評価

標準化した試験

．子どもたちの豊かで複雑な生活を，点数，％

のコレクションまたは成績に縮小される。

．子どもの表現に否定的な影響を与えるストレ

スが生み出される。

・子どもたちの一定の割合が失敗することを要

する架空の標準か基準が生み出される。

・試験でテストされたものだけに教育課程を狭

くするように教師たちは圧力を加えられる。

・ちょうどよい時のたった1つの時期のただ1

つの目標に帰しながら知識を評価する一回限

りのテストを強調する。

・誤り，間違い，低い点数，子どもたちがなし

得ないようなその他のことの解釈に焦点を位

置付けようとする。

．教育的な意志決定においてたった1つのデー

タの組（例，テストの点数）に非常に多くの

重要性を集中させる。

．均一の方法ですべての生徒たちを扱う。

・文化的背景と学習スタイルの理由から何人か

の生徒を冷遇する。

．改善への示唆の提供をすることなしに子ども

に評価を下す。

．分離している活動としてテストと指導とをみ

なす。

真正の評価

．学習者として子どもの特定の経験について感

じた感覚が教師に与えられる。

・興味深く，活動的で，生き生きとし，刺激的

な経験が提供される。

・どの子どももみな成功する機会を有する環境

が確立される。

．教師たちは意義深い教育課程を開発し，その

プログラムの文脈において評価することが認

められる。

．生徒の達成のより正確な展望を提供するよう

な方法において，進みつつある基盤を評価す

る。

．生徒の長所：彼らができることと彼らが取り

組んでいること：に重きを置く。

．生徒の進歩についてのより正確な展望を与え

るような評価の多様な情報源を提供する。

．唯一の入間としておのおのの生徒を扱う。

．生徒の振る舞いに，文化的に公正な評価を施

す；誰にでも成功のための等しいチャンスを

与える。

．学習する過程に効果的であるような情報を提

供する。

・同じコインの両面として，評価と教育をみな

す。

（参考文献⑲p90より訳出）
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資料4－2標準的学力テストに規定された学習指導とM，理論との指導観のちがい（続き）

標準化した試験に対する真正の評価（続き）

標準化した試験

．解答は最終である；生徒たちは，′テストの経

験を見直すための，反省するための，あるい

は書き直すための機会をめったに受け付けら

れない。

．訓練された専門家によってのみ十分に理解し

得るような結果を提示する。

．生徒たちがしばしば再度目にすることは決し

てないような採点の道具が作られる。

．”正しい答え”に焦点化する。

・学習の自然の生態系を乱すような人工の学習

環境に生徒たちを位置付ける。

・常に低級な学習スキルに焦点化する。

．外来的な学習（例えば，試験に合格するため

あるいはよい点をとるための学習）を奨励す

る。

・多くの生徒たちの思考の過程を妨げるような

制限時間を有する。

．読むこと，聞くこと，そして1枚の用紙にし

るLをつけることは一般に制限されているO

．一般に生徒たちは相互作用を禁じられる。

．子どもたちの間の役に立たない比較が鼓舞さ

れる。

真正の評価

．子どもを自己反省，熟慮された学習，そして

見直しの継続的な過程に取り組ませる。

．両親，子どもたち，その他の非教育者によっ

ても容易に理解され得る常識的な用語で子ど

もの表現が記述される。

．生徒たちとその他の人たちに価値を有するよ

うな結果で終わる。

．最終結果と同様に過程も扱う。

．彼らの自然な学習環境の文脈の内にある控え

めな方法で生徒たちを検査する。

．高級な思考スキルと重要な主観的な領域（例

えば，洞察，清廉）を含む。

・それ自身の目的のための学習が育まれる。

．生徒たちが問題，プロジェクト，過程を通し

て活動する必要があるような時間を彼らに供

給する。

．創造，インタヴュー，試演，問題解決，反省，

スケッチ，討論，そして多くの他の活動的学

習課題に取り組むことに参加させる。

．共同的な学習を奨励される。

・彼らの過去の表現と生徒たちが比較される。

（参考文献⑬p91より訳出）
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資料5－18つの知性に基づいた学習活動の例
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教育の8つの方法の要約

知 性 教育活動（例） 教育素材（例） 指導方策

言語的
講義，話し合い，ことば遊び，

語り聞かせ，音読，日記

書籍，テープレコーダー，タ

イプライター，スタンプセット

テープに録音された本

それについて読む，それにつ

いて書く，それについて語る，

それを聴く

論理ー

数学的

難問奇問，問題解決，科学実験，

暗算，数字遊び，批判的思考

計算機，数学的操作物，実験

道具，数学ゲーム

その量を決定する，それにつ

いて批判的に考える，論理的

な枠組みにそれを当てはめる，

それについて美醜する

空間的
視覚的発表，芸術活動，想像

的ゲーム，頭の地図作り，比喩，

視覚化

グラフ，地図，ビデオ，レゴ

ブロック，芸術の素材，目の

錯覚，カメラ，絵画のライブ

ラリー

それを見る，それを描く，そ

れを想像する，それに色をつ

ける，それを頭に位置付ける

身体－

運動感

覚的

実際的な学習，劇，ダンス，

教えられるスポーツ，触れる

活動，弛線運動

大工道具，粘土，スポーツ用具

操作物，触知的学習の資源

それをつくる，それを行動化

する，それについて本能的な

感覚を得る，それを鮪る－

音楽的
リズミカルな学習，ラップ，

教えられる歌の利用

テープレコーダー，収集され

たテープ，楽器

それを歌う，それをラップする，

それを聴く

人間関

係的

共同的な学習，仲間の指導，

コミュニティへの参加，懇親会，

模擬実験

ボードゲーム，パーティーの

備品，ロールプレーの小道具

それを教える，それについて

共同で取り組む，それに関し

て反応する

自己内

面的

個別化された指導，自主学習，

教科過程内の選択物，自尊感

情の構築

自己一反省の材料，日記，計

画のための材料

それをあなたの個人の生活と

結び付ける，それに関して選

択決定する，それについて反

省する

環境的
自然学習，環境保護意識の気

づき，動物の世話

植物，動物，自然主義者の道

具（例，双眼鏡），園芸の道

具

生き物と自然現象とそれを結

び付ける

（参考文献⑬p41より訳出）
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資料5－28つの知性に基づいた学習活動の例（続き）

教育の 8 つの方法の要約 （続き）

知 性
教育的な運動の見本

（初期の知性）

教師の発表のスキルの見本 授業の開始のアクティビティ

の見本

言語的 ホール ．ランゲージ 物語 りを通した教育 長いことばの板書

論理 －

数学的
批判的思考 ソクラテス的問いかけ 論理的逆接を提示する

空間的 統合された芸術指導 概念の描写／地図状の構想
オーバーヘ ッドプロジェクタ

ーに映 し出された珍 しい絵画

身体 －

運動感

覚的

実践的な学習 身振 り／劇的な表現の使用
授業で次々に見せ られる神秘

的な工芸品

音楽的
“暗示学適用法”

（suggestopedia）
リズミカルに声 を使う

生徒たちが教室に入る時に音

楽作品を演奏する

人間関

係的
共同的学習 生徒たちとの劇的な相互作用 ‘‘隣を向いて共有 し…”

自己内

面的
個別化 された指導 発表の中に感情 をもたらす

“目を閉じあなたの生活のひ

とときを考えなさい，そのと

きとは，，，”

環境的 環境保護学習 自然現象への内容の連結

主題についての話 し合いを活

発にするために興味深い植物

や動物を持ち込む

（参考文献⑬p42より訳出）
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資料6Ml理論に基づく指導計画立案の問いかけ
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Mlを立案する質問

論理一数学的

いかにわたしは，数，計算，論疎，

分類，あるいは批判的思考のスキ

ルをもたらしうるのか

言語的

いかにわたしは，話し言葉あるい

は書きことばを便いうるのか

自然現＼環境的

いかにわたしは，生物，

あるいは環境保護の気づきを受け

入れることができるか

空間的

いかにわたしは，視覚的な援助，

視覚化，色彩，芸術，あるいは比

／いかにわたし古君慧あるいは環

目標：－境音をもたらし・リズムまたはメ

いかにわたしは，個人的感情や記

憶を呼び覚まし，あるいは生徒た

ちに選択を与えることができるか

＼誓
ロデイの枠組みに重要ポイントを

とができるのか

＼身体－運動感覚的

いかにわたしは，身体全体を関わ

らせ，あるいは実践的な経験を用

いることができるのか

関係的

いかにわたしは，仲間同志の共有，

協同的学習，あるいは大きな集団

での模擬実験に生徒たちを取り組

ませることができるか

（参考文献⑬p44より訳出）
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資料7－1M－理論に基づいた授業計画立案シート「てこのはたらき」

Ml立案シート「てこのはたらき」

論理－数学的

ドレクの大きさを計算で求める。

てこやドレクを利用した道具を見

つける。

言語的

てことドレクのはたらきについて

友達に知らせる文章，絵本を書く。

環境的

てこあるいはトルクを用いた活動

をしている生物の様子を示すビデ－

オを鑑賞する。

空間的

てこあるいはトルクのはたらきを説明

するような図を書く。

てことトルクのはたらきについて絵本

／を書く。音楽的

目標：てこてこあるいはドレクのはたらきを

のはたらき説明するような替え歌を作り歌う。

てこあるいはトルクを使った経験

を振り返り，記録する。

てこのはたらきを学習して感じた

ことを書く。

＼ 身体－運動感覚的

実際にものをてこで持ち上げるかトル

クを感じ取るような実験を行う。

てこあるいはトルクのはたらきを示す

ような身体表現を行う。

関係的

グループで共同しててこあるいはトルク

の実験をする。共同的な実験の進め方に

ついて振り返る。

てこあるいはドレクの身体表現を共同で

行う。

（参考文献⑬p44～47をもとに作成）
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資料7－2Ml理論に基づいた「てこのはたらき」指導計画
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目標 てこの仕組みや働きを調べ，てこの規則性についての考えを持つようにする。

時 学 習 活 動 指導上の留意点・査定道具

1

自分たちの学び方を振り返り，M Iのイメー

ジを持つ。

ブレーンライティングによる学び方の列挙と

分類。

感想記録用紙。

2

実際にものをてこで持ち上げる実験を行う。

（身体一運動感覚的，人間関係的）

体育館あるいは校庭で行う。

実験の方法を示すシートあるいはビデオ準備

グループの実験の様子の収録 （ビデオ）。

感想記録 （ビデオ，‾用紙）。

3

てこの3点について言語による説明を聞いて，

てこの3点，ドレクについて説明したワーク

シートを完成させる。
（言語的）

収録ビデオでの活動の振り返り。

説明のシートとワークシート。

感想記録用紙。

4

トルクの実験を行う。

（身体ー運動感覚的，人間関係的）

実験の方法を示すシートあるいはビデオ準備

グループの実験の様子の収録 （ビデオ）。
感想記録 （ビデオ，用紙）。

5

ドレクについて言語による説明を聞いて，

ドレクについて説明したワークシートを完成

させる。 （言語的）

収録ビデオでの活動の振り返り。

説明のシートとワークシート。

感想記録用紙。

6
ドレクの大きさを計算で求める。

実験で結果を確認する。

（論理－数学的，人間関係的）

てこ実験器による検証実験の準備。

ワークシート。
感想記録用紙。

7
てことドレクのはたらきを説明する図を書く。

（空間的，言語的）

画用紙，作画素材。

感想記録用紙。

8

てことトルクのはたらきを説明する替え歌を

作り歌う。 （音楽的）

録音，録画の準備。

伴奏CD。

感想記録用紙。

9

てこあるいはドレクを用いた活動をしている

生物の様子を示すビデオを鑑賞する。 （環境

的）

ビデオソフト。

感想記録用紙。

10
てこあるいはドレクを使った経験を振り返り，

記録する。 （自己内面的）

感想記録用紙。

1 1

標準的なテストを行う。

（論理ー数学的，言語的）

てこのはたらきを学習して感じたことを書く。
（自己内面的）

標準的なテスト。

感想記録用紙。
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資料8，1Mlのポートフォリオに入れるもの

言語的知性を詳細に記録するために：

．執筆前にノートにまとめる

．書くプロジェクトの予備の草案

・書き方のよい例

．調査について書かれた記述

．ディベート，討論，問題解決過程を収録し

たビデオテープ

．最終報告書

．劇による解釈

．読み方のスキルのチェックリスト

・読み方や語り聞かせの録音テープ

．解決された言語パズルの例

論理－数学的知性を詳細に記録するために：

・数学のスキルのチェックリスト

．数学の答案のよい例

．計算／問題解決過程からの大雑把なノート

．科学実験の最終のまとめ

・科学展示会のプロジェクトの写真

・科学展示会のプロジェクトの説明書（賞，写

真）

．ピアジェ学派の査定道具

．解決された論理パズルあるいは難問奇問の例

．作られたかあるいは学習されたコンピュー

タプログラムの例

空間的知性を詳細に記録するために：

・プロジェクトの写真

．立体の原寸モデル

．思考についての図表，フローチャート，ス

ケッチ，あるいはマインドマップ

．コラージュ，描画，図画の例または写真

・プロジェクトを録画したテープ

．解決された視覚的一空間的問題

肉体－運動感覚的知性を詳細に記録するため

に：

・プロジェクトと実演の録画テープ

．実際に作られたプロジェクトの例

・思考の過程の実行の録画あるいはほかの記録

．実践のプロジェクトの写真

音楽的知性を詳細に記録するために：

．音楽的表現，音楽作品，コラージュの録音

．書かれた作品の例（演奏あるいは作曲の）

・生徒によって書かれたラップ，歌，韻文の歌

詞

．生徒によって編集された音楽目録

人間関係的知性を詳細に記録するために：

．他者へのあるいは他者からの手紙（例，だれ

かからの情報を得るための書き取り）

・グループ報告書

・仲間，教師，専門家からの書かれた反応

．教師－生徒協議会の報告（要約／文書化）

．仲間集団の報告

．共同的学習プロジェクトの写真，録画テープ，

書き記されたまとめ

・地域サービスプロジェクトの説明書

（証書，写真）

自己内面的知性を詳細に言己録するために：

・雑誌寄稿

・自己評価の作文，チェックリスト，描画，

活動

・他の自己反省訓練の例

・質問事項

．目標と計画についてのインタヴューを文書

化したもの

・興味関心の一覧

・屋外の趣味あるいは活動の例

．生徒の継続する進歩のチャート

・自身の活動についての自己反省の記録

自然主義者的知性を詳細に記録するために：

．自然学習からの野外記録

．4Hあるいは同様のクラブへの参加の記録

．動物あるいは植物の面倒を見ている写真

・自然主義者のプロジェクトの実演の録画テー

プ

．環境保護活動における奉仕努力の記録

．自然あるいはペットへの愛についての作文

．自然についてのコレクションの写真
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資料8－2Mlポートフォリオチェックリスト

79

どのようにあなたはポートフォリオを利用しう

るのか？

生徒の自己反省のため（認識）

普通の学校の通信表の一部として

（能力）

父母会において（伝達，能力）

IEP／SSTの会合で（伝達，能力）

次年度の教師との連絡において

（伝達，能力）

教育課程の計画において（能力）

生徒たちの成績を承認することにおいて

（祝福）

共同的学習活動の創造において

（共同）

その他：

いかにそれは組織されるか？

多様な教科からただ完成された部分

特定の目標の多様な表現

始めのアイディアから最終の実現までの

進歩のチャート作り

週間／月間／年間活動の典型的な標本

ただ‘‘最高の”方法

“グループの’，活動を含む

その他：

あなたがポートフォリオに項目を位置付けるこ

とにおいてどんな進行を使用しうるか？

生徒の活動を引くための定期の時間の選

択選択するために生徒たちを訓練する

（例，ステッカーで示す）

前もって調節された教育課程に応じるよ

うな項目を引く

任意のアプローチ

その他：

ポートフォリオのようなものは何だろう？

ステープルであるいはテープで止められ

た2種類のポスター板

箱あるいは他の容れ物

スクラップブック

－日記か日誌

マニラ紙でできたファイル

－容量の範囲

CD－ROM

インターネットのサイト

その他：

だれがポートフォリオを評価しうるか？

教師が一入で

－他の教師との共同作用で活動する教師

生徒の自己評価

－仲間の評価

その他：

ポートフォリオにおける活動はいかに整えられ

るか？年代順に

生徒により：“初級”から‘‘最高級”ま

－で（理由が与えられて）

教師により：貧困から豊かまで（理由

が与えられて）

－考えの誕生からその達成まで

－教科領域により

その他：

どんな要素がポートフォリオの評価に入り込む

か？

－参加者数

－参加の範囲

－実演された自己反省の程度

過去の表現からの改良

－事前に調節された目標の達成（生徒

の，教師の，学校の）

－生産，知覚，反省の相互作用

－感想／黙想への反応

－修正の深さ

－集団の総意（教師の間で）

－冒険への意志

テーマの開発

－比較のための水準あるいは規定の利用

その他：（参考文献⑬plooより訳出）
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資料9－156のMl査定文脈

活動／査定 言語的活動
論理－数学的

活動
空間的活動 音楽的活動

言語的査定

本を読み，それか

ら感想を書きなさ

い。

統計的チャートを

調べ，感想を書き

なさい。

映画を見て，感想

を書きなさい。

音楽の一作品を聴

いて，感想を書き

なさい。

論理一致学的査定

本を読み，それか

ら仮説をたてなさ

い。

統計的チャートを

調べ，仮説をたて

なさい。

映画を見て，仮説

をたてなさい。

音楽の一作品を聴

いて，仮説をたて

なさい。

空間的査定
本を読み，それか

ら絵を措きなさい。

統計的チャートを

調べ，絵を描きな

さい。

映画を見て，絵を

措きなさい。

音楽の一作品を聴

いて，絵を措きな

さい。

身体一運動感覚的

査 定

本を読み，それか

らモデルをつくり

なさい。

統計的チャートを

調べ，モデルをつ

くりなさい。

映画を見て，モデ

ルをつくりなさい。

音楽の一作品を聴

いて，モデルをつ

くりなさい。

音楽的査定

本を読み，それか

ら歌をつくりなさ

い。－

統計的チャートを

調べ，歌をつくり

なさい。

映画を見て，歌を

つくりなさい。

音楽の一作品を聴

いて，歌をつくり

なさい。

人間関係的査定

本を読み，それか

ら友人と共有しな

さい。

統計的チャートを

調べ，友人と共有

しなさい。

映画を見て，友人

と共有しなさい。

音楽の一作品を聴

いて，友人と共有

しなさい。

自己内面的査定

本を読み，それか

ら自分自身の感想

を構想しなさい。

統計的チャートを

調べ，自分自身の感

想を構想しなさい。

映画を見て，自分

自身の感想を構想

しなさい。

音楽の一作品を聴

いて，自分自身の感

想を構想しなさい6

自然主義者的査定

本を読み，それか

ら環境保護活動に

取り組みなさい。

統計的チャートを

調べ，環境保護活動

に取り組みなさい。

映画を見て，環境

保護活動に取り組

みなさい。

音楽の一作品を聴

いて，環境保護活動

に取り組みなさい。

（参考文献⑬p96より訳出）
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活動／査定

身体－運動感覚的

活動 人間関係的活動 自己内面的活動 自然主義者的活動

言語的査定

見学旅行に出かけ

て，感想を書きな

さい。

共同的なゲームを

行い，感想を書き

なさい。

個人的な経験につ

いて考えて－，感想

を書きなさい。

自然を観察し，感

想を書きなさい。

論理一数学的査定

見学旅行に出かけ

て，仮説をたてな

さい。

共同的なゲームを

行い，仮説をたて

なさい。

個人的な経験につ

いて考えて，仮説

をたてなさい。

自然を観察し，仮

説をたてなさい。

空間的査定

見学旅行に出かけ

て，絵を描きなさ

い。

共同的なゲームを

行い，絵を描きな

さい。

個人的な経験につ

いて考えて，絵を

措きなさい。

自然を観察し，絵

を描きなさい。

身体ー運動感覚的

査 定

見学旅行に出かけ

て，モデルをつく

りなさいO

共同的なゲームを

行い，モデルをつ

くりなさい。

個人的な経験につ

いて考えて，モデ

ルをつくりなさい。

自然を観察し，モ

デルをつくりなさ

い。

音楽的査定

見学旅行に出かけ

て，歌をつくりな

さい。

共同的なゲームを

行い，歌をつくり

なさい。

個人的な経験につ

いて考えてご歌を

つくりなさい。

自然を観察し，歌

をつくりなさい。

人間関係的査定

見学旅行に出かけ

て，友人と共有し

なさい。

共同的なゲームを

行い，友人と共有

しなさい。

個人的な経験につ

いて考えて，友人

と共有しなさい。

自然を観察し，友

人と共有しなさい。

自己内面的査定

見学旅行に出かけ

て，自分自身の感

想を構想しなさい。

共同的なゲームを

行い，自分自身の感

想を構想しなさい。

個人的な経験につ

いて考えて，自分

自身の感想を構想

しなさい。

自然を観察し，自

分自身の感想を構

想しなさい。

自然主義者的査定

見学旅行に出かけ

て，環境保護活動

に取り組みなさい。

共同的なゲームを

行い，環境保護活動

に取り組みなさい。

個人的な経験につ

いて考えて，環境

保護活動に取り組

みなさい。

自然を観察し，環

境保護活動に取り

組みなさい。

（参考文献⑬p97より訳出）




